
４.適切な工賃（賃金）の支払いについて



２つのお財布でのお金の移動 禁止！！！

②就労支援事業会計
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★ 就労系の事業所には異なる会計（お財布）が２つある

①福祉事業会計

訓練等給付費
（公費＝税金）

生産活動の売上
（パン・内職など）

収入

収入

支出

支出

職員人件費
家賃

水光熱費
など・・・

原材料費
利用者工賃
など・・

事業所（法人）運営のためのお財布

利用者工賃のためのお財布

4.適切な工賃（賃金）の支払いについて



福祉会計

＜①福祉事業会計＞事業所（法人）運営のためのお財布
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＜訓練等給付費＞
事業所が利用者に、
働く機会（サービス）を
提供したこと等に対する
報酬として、国保連（利
用者）から国民の税金
を基に訓練等給付費が
支払われる

収入 支出

＜固定費＞
利用者支援のため
の職員人件費、
事業所を維持する
家賃・水光熱費・
消耗品費・車両代
などに使われる

例）１日利用者１人の通所があると、

約６，０００円の収入、１ヶ月（２０日通所）で
約１２０，０００円
→ ５人で１ヶ月約６００，０００円
１０人で１ヶ月約１，２００，０００円
２０人で１ヶ月約２，４００，０００円

例）事業所を運営するため
に使う。職員人件費や家賃
は大きく変動しないので、
毎月一定のお金が出ていく



就労会計

＜②就労支援事業会計＞利用者工賃のためのお財布
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＜生産活動の売上＞
利用者が、職員の支
援のもと働いて稼い
だお金。パンを買って
くれたお客さん、内職
を出してくれた企業か
ら支払われる

収入 支出

＜利用者工賃＞
売上から原価を
引いた残り（利
益）を、利用者に
「工賃」として全
額支払う

例）パン１個あたりの値段 １００円
（原価内訳）

小麦等原材料費５０円＋袋１０円＋納
品ガソリン代５円＋チラシ５円＝７０円

例）パン１個の売上１００円－原価７０
円＝３０円（利益）

パン１個売れると３０円を利用者に工
賃として支払える

「たくさん作ってたくさん売る」と同じぐらい、「利益率の高い仕事の受注」、
「原価を下げる」ことが利用者工賃の増加につながる！！
上記例）原価を７０円から２５円に下げられたら、利用者の工賃は３０円から７５
円にアップする！



「就労支援事業会計の運用ガイドライン」

千葉県障害福祉事業課 5



工賃（賃金）支払いのルール①
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「就労支援事業会計の運用ガイドライン」から抜粋



工賃（賃金）支払いのルール②
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会計をまとめると
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（１）前提

●障害福祉サービスごとに会計を分けなければいけない

●多機能型事業所もそれぞれのサービスごとに会計を分けなければいけない

●その会計とは、２つ存在する ①福祉事業会計 と ②就労支援事業会計

（２）福祉事業会計

●収入はサービスを提供した報酬である訓練等給付費

●支出は事業所を運営するための固定費（家賃、水光熱費、職員給与 等）

●余剰金→可

（３）就労支援事業会計

●収入は生産活動を行った売上（パンの売上）

●支出はその生産活動を行うための経費（小麦仕入れ代、販売のガソリン代、利用者賃
金・工賃

●余剰金→原則不可（例外は各論で、工賃変動積立金or設備等整備積立金のみ）



数字で見ると
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「工賃変動積立金」

当該年度の工賃（賃金）が前年度を下回らない
場合に限り、以下のルールで計上できます。

・「工賃変動積立金」は各年度では過去３年間
の平均工賃の１０％までしか積み立てられませ
ん（上限は過去３年間の平均工賃の５０％以
内）。

また、事業所を開設した初年度は積み立てられ
ず、２年度目から積み立てが可能です（その場
合の積立額は１年目の１０％以内）。
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「設備等整備積立金」

当該年度の工賃（賃金）が前年度を下回らない
場合に限り、以下のルールで計上できます。

・「設備等整備積立金」は各年度では就労支援
事業収入の１０％以内までしか積み立てられま
せん（上限は資産の取得価額の７５％以内）。
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